
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

供用開始してからの期間が短く、又、法適後間もないため、検討材料が少ないため。
整備率が低く、今後も整備を推進していく必要性があるが、安定経営のた
め、費用対効果を常に検討しながら整備拡大を行う。また、並行して維持管
理も行わなければならず、民間活力を最大限に利用し、経費節減を行う。
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上里町 下水道事業 特定環境保全公共下水道事業

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在） 
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